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日本産アワノメイガ・フキノメイガ群について

一分類・生態を中心に－

はつ

農林水産省農業技術研究所服
とりいそと

部伊楚子

はじめに

日本では長い間トウモロコシ・アワ・キビその他多く

の作物を加害するものをアワノメイガと呼び，ヨーロッ

パから北米大陸(1917年に侵入した）に広く分布する

Os"加加〃迦‘"α"s(Hubner),Europeancornborerと

同一種としてきた。その後いわゆるアワノメイガと称し

ていたものに,雄中脚腔節の細いものと太いものがあり，

トウモロコシ，アワなどに食入する脚細型はアワノメイ

ガMicractisnu6"α"s,一方，マメ類・フキなどを加害

する脚太型はフキノメイガM.Uαγ""Jとされた9,10,12，

10,20)igyo年にはMutuuraetMunroe")が世界の

Ostriniα属の種類を;zo種（うち5新種),24亜種（う

ち19新亜種）に整理して記載を行ったが，なかでも日

本のアワノメイガ・フキノメイガ群が5種(European

cornborerを含めれば6種)に細分されたことは既によ

く知られているところである(第1表)。以来，日本産ア

ワノメイガ群・フキノメイガ群の従来の記録の見直しと

種名，その加害作物，生態・生理などの再検討が必要と

されてきた。各地でも種名を確認したうえでの調査研

究，あるいは寄主植物の確認と探索など地道な努力が重

ねられている。しかし，今後に残された問題点も多く，

各態の形態・分布をはじめ休眠性，発生型,栄養要求性，

天敵相，寄主選好性，生殖隔離妊性など多面的かつ総

第1表日本産アワノメイガ・フキノメイガ群の種類と分布及び近縁種

種．亜種名 ’ 分

*Os"加iα〃γ"“α"s(Guenee)

*Ostrtntaor""#α"30γ""“"sM.etM.北海道・本州・佐渡ケ島

0．0”β"#α〃､『〃”"γiensisM・etM，

0．0"ど加aJi,Fkr〃〃e"”､FM・et･M
ウスリー・満州

クナシリ島・ウルップ島

布

(Kか醜iascapidα"sscap"α"s(Walker)中国南部．台湾
0.scapulα"s“samensisM.etM．アッサム
0．““"/α"srossicaM.etM．ソ連
0.scapulα"sperpacipicaM.etM.ソ連.ｳｽﾘー .満州.朝鮮半島

*0.scap〃α"spacificaM.etM.北海道
*0.scap〃α"3s剛&pac城caM.etM.本州

職鰯淵I淵淵駕iM.etM.yJi
*0.ごαg灘"α‘狐勺測s"e”‘M・etM、
0.zaguliaeviぴ創勺uど”sM・etM．

Ostriniazea"s之eα雌(Guenee)
0.zealisholoxut〃α恥(Hampson)
0.zeα"sひartα"s(Bremer)

*0.之eα〃.F〃"〃α〃5M・etM．

*0．尾ealisbipatriα"JM､etM.

＊ 日 本 に 分 布 す るもの

九州

琉球

インド

中国
ウスリー

本川
九州

－1

満州

備 考

井上ら(1959):pi.172,
fig.22aに該当

井上ら(1959):pi.172,
HS､21cに該当

井上ら(1959):pi.172,
lis.21bに該当

O.z.〃α"α"Jに酷似する
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第1図日本産アワノメイガ・フキノメイガ群、

0"γ伽iα次""αcα"s(Guenee)雄九州（ショウガ),B:Ostriniα〃γ"αcα"s(Guenee)

『

A:Ostγ伽iα／勉γ"αcα"s(Guenee)雄九州（ショウガ),B:Ostγ加jα〃γ"αcα雌(Guenee)雌九州（ト

ウモロコシ),C:Ostγ加iaorientα"sMutuuraetMunroe雄九州（ピーーマン),D:Ostriniaoγ""jα‐

lisMutuuraetMunroe雌本州（ナス),E:Ojjrj"iα“α”α"s(Walker)雄北海道（アズキ,

F:Os"伽iascapulα"j(Walker)雌北海道（タイマ),G.Osjγ"jα“α"s(Guenee)雄九州（ゴボ

ウ),H:Ostriniα之‘α"s(Guenee)雌九州（ゴボウ),I-.Osｵγ”α之αg""‘”MuTuuRAetMuNRoE

雄本州（フキ),J:Ostγ伽jazagz‘"αeviMutuuraetMunroe雌本州（フキ),K:Ostγ加iα血r"αcα‐

lis(Guenee)雄中脚腔節，外側,L:05＃γ航＃αZag脚"αeviMutuuraetMunroe雄中脚腔節，内側，

M:Ostγ伽iascapulα"s(Walker)雄中脚腔節，内側．

－2－
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A:0."γ"αcα肺

B:0.orientalis

C:0.scab"〃〃､F

D:0.zag"〃α”

E:0.zealis

雄中m腔節，

雄 中 脚

雌〃腿節

雄〃

雌〃侭節

雄〃〃

外側

(アザミ）

(ギシギシ）

(フキ）

(ゴボウ）

州
州
州
州

本
本
木
九 K 1,,m

M

第3図交尾器

A,B:0.かγ"αCα"s,sacculus九州（トウモロコ

シ)，本州（ショウガ）

C,D:0.orientα"s本州（ギシギシ,本州（ピ

ーマン）

E,F:0.scap〃α"s北海道（インケン),北海道

（アズキ）

G,H:0.scapulα"s九州(オナモミ).北海道(ハ
ナタデ）

I,J:0.尾αg腿"a6pj本州（フキ),本州（フキ）

K,L:0,zealis九州（ゴボウ).九州（ゴボウ）

M:0.scapulα"s,uncus北海道（タイマ）

合的な研究が進められることを期待したい。ここでは，

現在までの分類・生態に関する知見を簡単にまとめてみ

た。寄主植物・生活史などに関する情報，標本などを提

供していただければ幸いである。

I形態

日本のアワノメイガ・フキノメイガ群5種に限り，簡

略化した検索表を以下に示した5,13)。

いずれの種類も色彩や斑紋に変異が多く，特に雌によ

る同定は必ずしも容易ではない。各地の標本を多数集

め,かつ寄主植物の明らかな飼育標本も含めて変異の幅，

変異の方向をつかみ，交尾器の形態も併せ調べることが

最も確実であろう。

検索表

…････････……｡....…｡．………．.….｡....…・0．0γje"ｵα〃3

4．中脚腔節の膨らみは中程度（長さは幅の4倍以上)，

溝の中の毛束は腔節と同長で大きな塊にならない。

sacculusの(a)は(b)より短い（第3図,E～H)

……………･･･…･…．．…･･･…･･･…….…0.scα'"Jα"s

－中脚腔節は大きく膨らむ(長さは幅の4倍以下)，溝

の中の毛束は大きな塊となる(第1図L;第2図，

C～E）．…...……...…･…..…..………………..….5

5.sacculusの疎は互いに接近し,(a)はb)より短い

（第3図,K,L)-…･……･………･……･…0.率α"s

sacculusの軌はあまり密ではない。a)は(b)とほ

ぼ同長である（第3図,I,J)……0.zagu"α82ﾉ

6．第8背板の各片の側面からみた長さは腹側における

幅の少なくとも3倍はある（第4図,C)……..､7

.雄交尾器のuncuSは三叉する（第3図,M)

…………….,..…….….……….………．.….…..……2

----雌･…･････………･…………．．………･……･･…．.…･…6

2．中脚睡節は細く滑らかである(第1図,K:ffi2図，

A,B)…･….….……………..….…………………3

－中脚腔節は太く膨らみ，溝を持ち，溝の中には毛束

がある（第1図,L,M;第2図C～E)………4

3.sacculusの疎状部(a)はそれより基方の軌のない

部分b)より長い（第3図,A,B

………･･……･………･………………．．…().かγ"αcα"s

-sacculusの(a)は(b)より短い（第3図,C,D)

－3－
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雅瀞識

C
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B

第4図A～，交尾器(MutuuraetMunroe(1970)より）

A:0.,戸""α‘α"‘雄（横浜）

B:0.血γ"αcα"s雌（横浜）

G:0.orientα".『〃（堺）

D:0．scapulα"‘『J泌助α‘称a（本州）

↓鰯，

，

－第8背板の各片の側面からみた長さは腹側における麹の地色は淡黄色。前縁・外縁部・横線間は淡褐色，と

幅の2．5倍（第4図,D)……………….…….…･8きにやや椿赤色味を帯びた個体も見られる。内横線は屈

7．第8背板の腹縁は強く硬片化し(screlotize),しわは曲しやや顕著で内方に黄色斑を伴う。中室内の環状紋と

深く複雑である（第4図,B)………0,んγ"α‘α"‘中室端の腎状紋は暗色，両紋間は明るい黄色。外横線は

－第8背板の腹縁の硬片化，しわは弱い(第4図,G)暗褐色，脈上で内方へ，脈間で外方へと小さく屈曲し，

。……．．………･…･･…………････…･･……0.orientα"‘ジグザグ状をなす。Cu^脈で内曲し，更に曲がって後緑

8．第8背板の腹縁の硬片化は強く，しわがある（第4に達する。外横線の外側には黄色影を伴うが，外縁部は

図,D)………………･…･…………･………･…･…･9濃色となるものが多い。後趨の地色は淡黄色。外横線は

－第8背板の腹縁の硬片化，しわは弱い……0．尾eα"s細く不明||ポあるいは後方で消失，内側に褐色斑を備え

9．中型（前趨長11～14mm)…｡．………0.scapulα"sる。sacculusの疎は3～4本の長疎，あるいは2長練に

一大型（前趨長13～16mm)……………0.zag灘"aeviJ小糠を加えることが多い（第3図,A,B)が変異に富

1o蔀施肥iafur"αcα"s(Guenee)アワノメイガむ。疎数の平均は0.〃"&"α"＄より多いという"'o(a)
前趣長雄:10～12mm,雌:11～14mm。は(b)より長い。

雄（第1図,A):中脚腔節は細く滑らかである。前雌(第1図,B):雄より淡色で暗褐色部はない。前廼

－4－
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の地色は汚淡黄色。横線は淡褐色あるいは膿黄色。不明

瞭となる個体もある。後趣は汚黄白色あるいば淡黄色。

各横線は淡褐色あるいは濃黄色で弱く不明||掘・

2Os*施加iao減e肥falisMutuuraetMunroe

前麺長雄;10～11mm.雌:11～13mm・

雄(第1図,C:中脚雁節は細く滑らかである。前趨

の地色は0.血γ"α“"sよりやや強い淡黄色で，全体に

茶褐色あるいは赤褐色味を帯びる個体が多い。斑紋も前

記種に酷似するが，黄色斑が濃く一層明瞭になる傾向が

ある。変異は多いがsacculusの枕は互いに接近しない

ことが多い。(a)は(b)より概して短い。（第3図,c.

D)

雌(第1図,D):雄より淡色で地色は淡汚黄白色。後

趨の外横線の鋸歯は比較的強い。

0.""6"α"5に最も近縁で斑紋,交尾器とも酷似するが，

分布が隔離されていること，雄交尾器の相異，トウモロ

コシを加害しないことなどから別種とされている'3)。

3Osか航jα“αp"Zα"s(Walker)

前趨長雄:11～13mm,雌:11～14mm･

雄(第IK!,E):巾脚雁節は太く膨らみ，脈節の長さ

は幅の4倍以上である(第2図,C)。前趨は暗褐色ある

いは茶褐色。内横線の内方に沿う黄帯は顕著。外横線は

褐色でジグザグ状に走り，その外方に沿う黄色帯は強く

屈曲して目立ち，内曲した外横線の外側ではI;耐広い黄斑

となる。環状紋・腎状紋は暗褐色で明瞭，両紋間に黄斑

を伴う。亜外縁部に黄色斑列を残すことがある。後迩は

暗褐色。外緑部の淡黄色斑は幅広く,後縁には達しない。

sacculusの疎数は変異があるが2～4本のことが多い。

(a)はb)より短い。

雌(第1図,F):趣の地色は淡黄色で0．j〃γ"α”"sに

近い。内横線・外横線は褐色で細いが明瞭，亜外緑線は

強くジグザグ状に屈曲するものが多い。中室の両紋は褐

色で比較的顕著である。外縁部に暗色影を持つもの，外

縁線が後方で不明となるものなど変異に富む。後迩は汚

黄白色,ほとんど無紋のものから,外横線部に暗色影を有

し，外緑部も幅広く暗色を帯びるものなど変異が多い。

4Osf花"iazag"〃αeviMutuuraetMunroe

前迩長雄:13～15mm.雌:13～16mm・

雄（第1図,I):i|'脚腔節は大きく膨れ，長さは1幅の

3．5倍以下である。前超は黄色がかった明るい濃茶色。

基部の中室後緑より後方は黄褐色を帯びる。環状紋・腎

状紋はやや濃色であるが不明瞭，両紋間に黄斑を残すこ

とが多い。外横線は暗褐色で細く，屈曲するがジグザグ

は次記の0.zeα"sよりはるかに弱い。外横線の外側の

黄色帯は明瞭，特にCui脈より後緑に向かって幅広く

大きい黄斑となる個体が多い。亜外縁線は鋸歯状あるい

は不明瞭。後趨は暗褐色。外緑部の幅広い黄斑は前縁部

で不明瞭になり，後縁には達しない。sacculusの(a)は

(b)にほぼ等しい。疎間の間隔はあまり密ではない。

雌（第im,J):前麺の地色は明るい淡黄色で全体

にやや淡黄褐色を帯びる。内横線．外横線は黄褐色で細

く，その外側は幅広く黄色を呈するがジグザグは弱い。

*室内>*室端の紋は淡褐色，両紋間は黄色。後趨の地

色は明るい淡黄色．外横線は淡褐色で細く，その内方は

l当く淡禍色を,li'-びる。外縁部もやや淡褐色を帯びる個体

が多い。

5Ostriniazea〃s(Guenee)

前趨長雄:13～14mm,雌:13～14mm･

雄(第1図,G):中脚腔節は大きく膨れ，腿節の長さ

は幅の約3．5倍。前趨茶褐色。内横線は濃褐色で細く，

前緑及び中室内では不明瞭，内側は黄色。環状紋と腎状

紋は濃褐色で明瞭，両紋間には黄斑がある。濃褐色の外

横線は強く鋸歯状に屈曲し，その外側を縁どる黄色帯も

描くジグザグに屈曲,Cu,の後方で大きい黄斑になる。

亜外緑部には各脈間に小黄斑を点列することもある。横

線の強い鋸歯と明るい色彩は前記0．zaguliaeviとのよ

い区別点とな為。後趨は暗褐色。淡黄色帯は太く顕著で

あるが0．“α'"/α"sより鯛く，後縁には達しない。sac-

cuiusの柳は互いに接近し.(a)はbより短い。

雌(第113,H):前趨の地色は黄色。内縦線，外横線

は明るい褐色で強くジグザグ状に屈曲する。環状紋，腎

状紋は褐色で両紋問の黄斑とともに顕著。中室の外側及

び前緑部は茶色を帯びる。外横線に沿う黄色帯及び明る

い褐色の亜外縁線は強い鋸歯状を呈する。後趨は前麺よ

りやや淡い黄色。外横線は褐色で細い。外縁部は黄色。

なお，幼虫についてはヨーロッパ，北米大陸における

0．〃肌&"α"sの詳細な記載や近似種の差異が明らかにさ

れており1,2),0本でもアワノメイガとしては記載されて

いるが，細分された5種及び0.〃醜&"α"’との相違など

は今後の研究にまたなければならない7,10)。

皿寄主植物

松本ら(1963)は，いわゆる脚細型（アワノメイガと

した）及び脚太型（フキノメイガとした）の寄主植物の

調査を行い，脚細型はイネ科植物l科13種を，脚太型

はイネ科以外の植物の10科29種に食入することを記

録した9)が，アワノメイガ（脚細）の北海道におけるギ

シギシ食入例，熊本県におけるワタ食入例は0．0rje"‐

“"＄の可能性がある。一方，シ三ウガを加害するフキ

ノメイガ（脚太型）の記録'4)もあるが，筆者はまだ確認

－5－
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第2表日本産アワノメイガ・ブキノメイガ群の寄主植物
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北海道

a.β""""‘閲：
九州

脚 1)）

○

細

b）

○梨|…"‘!"|乳 ○ ○○’○州

州 ○

○
｜Ｉ

垂
○
○
ｍ
’

○○○

c）

○○○○

○

1〕）b）

○○○
。）

○脚 ○ ○
0.scapulα肺

d）

○太 ○○

| 本州o

l洲’’’’8．’

0.之αg"〃“”

0.zealis

型

’
9)永野ら(1967)")はショウガから出たものはすべて脚太型と記録した,b)Mutuuraら(1970)"),

c)̂ (1968)18),d)茎内で越冬中を採集したもの．

していない。細分された種の寄主植物探索や飼育によるり，判断しかねるからである。

種名確認も行われており'6,20)，これらの知見に農業技術したがって，ここでは種名の確認されたもの，あるい

研究所所蔵の飼育標本から確認した資料を加え，第2表は寄主植物の確実なものについてのみ，その発生時期な

に示 し た 。 ど を簡単に挙げたにとどまる。各地で加害作物別に飼育

をして種名と生態を再確認することが望まれる。
m生活史

1o．危"”αcα〃s

アワノメイガ群を脚細型と脚太型の2型に分けて行わ北海道における成虫の発生時期は7月初めから8月上

れた生態調査は，北海道における松本ら8,9,10）の一連の旬にわたる。発蛾最盛期は7月下旬になることが多い。

研究に始まる。それ以前の日本における数多くのアワノ産卵は7月下旬から8月後半にわたり,1年1世代（局

メイガ（砂γα""α〃迦城α"0に関する研究には，アワノ部的には2回発生）であることが多い'0)。

メイガ群とフキノメイガ群が混在していた恐れがある。本州でショウガを加害するものは1年3世代（幼虫の

例えば，幼虫はその加害植物によって，どの種類を対象第2世代は7～8月，第3世代は8～9月）であること

とした調査が行われたものか推定できる場合がある7,8,が知られている3)。また，立石ら(1967)は1958～96年

'5,1『)が，成虫の発生調査は証拠標本が残されていない限にわたる調査から福岡では年4世代（成虫の出現期は，

－6－
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る15)。ゴボウによる飼育標本では，本州で7月5半旬に

羽化，九州では10月上旬採集の幼虫を10月及び11月

に羽化させている。燈火採集標本によれば，5月4半旬

～9月1半旬にわたっており，上記2種とあまり変わら

ない生活環を持っていると考えられる。

6月2，3半句，7月4～6半句，8月3，4半旬，9

月2及び5～6半旬）であるとした。更に，第1回成虫

の発生はフキノメイガ（群）より遅いが，その後の発生

消長は大体類似するという22)。

2O.⑥戎e"ｵα〃s

アワノメイガ0.〃γ"α‘α"＄の発生消長調査に含まれ

ている率が最も高いと考えられる種類で，飼育例も少な

く生態は全く不明である。

本州における飼育標本では7月3，4半旬羽化が多く，

9月1日羽化が1頭，九州では6月2半451,7月5半ｲli

羽化の3頭が確認されている。予察燈に飛来した成虫の

外部形態による同定は困難であるため，幼虫の探索と食

入植物の確認，飼育による生活史の解明が必要である。

3O．“αp血Iα〃g

北海道におけるアズキ加害のフキノメイガ(0.〃αγjα"s]

の産卵・幼虫調査及びホップ被害茎からの発峨調査によ

れば，前出の北海道のアワノメイガに等しく，成虫の発

生時期は7月初めから8月_上旬にわたり最盛期は7月下

旬になる。性比は発峨初期に低く，発峨が進むにつれて

高くなるが50％以下（アワノメイガは最初から50％以

上）で，フキノメイガの雌はアワノメイガより遅れて発

生する。産卵前期問はアワノメイガより1H長い'0)。

4O．Zag狸〃αcni

富山県のフキ栽培地における予察燈への飛来は5月cb

旬ごろに始まり，9月下旬～10月上旬ごろまで続く。発

蛾最盛期は6月2半ｲ.J,1月3～4半旬>8月6半句～

9月l半旬にみられ，1年3回の発生が推定されてお

り6)，本州各地での飼育標本でも7～9月に羽化してい

る。

5O．Zea〃8

0.zeα"sの種名のもとに行われた生態調査搬告はない

が0.zealisと推定される九州のゴボウ畑における0.

"αγiα"‘の）被害調査によれば，第1Ht代幼虫の被害は

6月中旬ごろ，第2世代幼虫被害は7月下旬，第3世代

幼虫は8月下旬，．第4世代被害は9｝1下'bJ～10月であ
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